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これを Variantform of angina pectorisとして記載した．乙れらの症例はいずれも，冠動脈硬化は
みられるものの， 当該冠動脈の Tonusの一時的増強がその原因と考えられた． この報告は冠動脈
造影法の導入される以前のものであるが， coronaryspasmの最も classicalなこの paperに協同研
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例での perioperative& postoperative infarctionの頻度が極めて高い．以上のことが明らかとなっ
た．従って現在では術前 vasospasm合併症例では先ず内科的治療で spasmを完全に抑えた時期lζ
手術を行なうようにしている．術前診断には冠動脈造影時での Ergonovineによる誘発試験が最も
有効である．一方，以前より弁膜症でも手術中に心筋梗塞を来たすことが知られており，乙れは術
中の心筋保護に問題のあったものとされていた しかし最近の心筋保護の進歩にもかかわらず弁膜
症手術に際して， perioperativeinfarctionのみられる場合がある．われわれも高令者の弁膜症，先
天性心疾患で vasospasmを合併した症例を経験している． 以前から弁膜症の手術死の原因として
myocardial factorというととが云われているが，その内の一部iζ実は vasospasmの関与するもの
のあることに注目する必要がある．更に最近の当院での心筋梗塞急性期の冠動脈造影の経験から，
乙の時期にも vasospasmの関与の多いととが明らかとなってきた．これは心筋梗塞急性期でのAC
バイパス手術の適応決定にも関与することでもあり，今後内科との密接な協力の上に，心蔵外科領
域での coronaryspasm について検討していきたいと考えている．
